
鳥取県立中央病院 広報誌

第１６号 ● 特集「救急医療」

● 救急連絡先など

● ふれあいフェスタ

● 診療案内他

赤れんが
   

県
立
中
央
病
院
に
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
５
５

年
の
こ
と
で
す
。
次
い
で
鳥
取
大
学

に
平
成
１
６
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
の
２
４
年
、
県
内
で
唯
一
の

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

   

皆
さ
ん
が
地
域
社
会
で
生
活
で
き

る
の
に
は
経
済
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

治
安
、
医
療
、
教
育
な
ど
は
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
殊
に
、
急
病
、
大
き
い

事
故
、
災
害
な
ど
の
際
に
は
早
く
診

断
・
治
療
を
し
、
必
要
な
ら
緊
急
手

術
な
ど
が
で
き
る
病
院
に
搬
送
で
き

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
県
東
部
に
は

県
立
中
央
病
院
に
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
救
急
科
専
門
医
が
い
ま

す
。
急
病
の
際
、
地
域
の
開
業
医
さ

ん
（
か
か
り
つ
け
医
さ
ん
）
で
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
の
受
診
が
必
要
な
ら

連
絡
を
取
っ
て
、
早
い
搬
送
が
可
能

な
救
急
車
や
自
家
用
車
、
と
き
に
は

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
に
運
ば
れ
、
ま
ず
救
急
医
な
ど

の
診
察
と
処
置
を
受
け
て
入
院
し
ま

す
。

   

今
日
の
医
療
は
高
度
な
知
識
と

技
術
を
身
に
付
け
た
救
急
専
門
医

や
救
急
救
命
士
と
救
急
体
制
、
進

歩
し
た
医
学
機
器
や
治
療
薬
な
ど

が
非
常
に
進
歩
し
、
救
命
率
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

   

救
急
医
療
は
１
分
１
秒
を
争
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

軽
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
患

者
さ
ん
が
県
立
中
央
病
院
の
救
急

外
来
に
集
中
さ
れ
る
と
、
重
症
の

方
が
来
ら
れ
た
時
に
手
遅
れ
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
万

一
自
分
だ
っ
た
ら
と
恐
ろ
し
く
思

わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
日
ご
ろ
か
ら

医
療
機
関
の
受
診
の
仕
方
を
身
に

つ
け
て
い
た
だ
く
と
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
日
常
生
活
が
送
れ
ま
す
。

「
医
療
安
全
は
日
ご
ろ
の
受
診
の

習
慣
か
ら
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
」

「
救
急
医
療
に
お
け
る
県
立
中
央
病
院
の
役
割
」
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看護師募集のお知らせ！

中央病院では、平成19年度採用の

看護師を募集しています。

● 「鳥取県職員（看護師）」

※採用案内を御希望の方は、中央病院

　　総務課（２階）までお願いします。

● 「鳥取県職員（看護師）採用試験」
● 受付期間　  8月7日～9月13日
●  試 験 日　10月1日
● 募集人員　60名程度
※詳細は受験案内を参照して下さい。
※受験案内を御希望の方は、中央病院総
務課（２階）までお願いします。

第13回 ふれあいフェスタの様子

　
鳥
取
県
立
中
央
病
院
　
院
長 

　
武
田 

倬

病  院  理　念　　　
　鳥取県立中央病院は、県の基幹病院として良質で

思いやりのある医療を提供します。

方　針 　　
●私たちは、急性期の高度・特殊医療をおこないます

●私たちは、地域の人たちの安心・安全のため、
　　　　　　　  救急医療に取り組みます

●私たちは、地域の医療機関との連携強化に努めます

●私たちは、地域の人々が納得される医療を行います

●私たちは、組織人としての役割を遂行できるよう、
　　　　　　　  研修・研鑽します　　



救急医療特
集

コメント用

救急外来受診のポイント

●
救
急
外
来
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
救
急
科
部
長
　
　
岡
田
　
稔

　
古
来
、
疼
痛
・
発
熱
・
外
傷
や
熱
傷
の

治
療
な
ど
、
医
学
は
人
々
の
苦
痛
を
取
り

除
く
た
め
に
救
急
医
療
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
進
歩
発
展
し
て
き
ま
し
た
。"

救
急
医

療
は
医
の
原
点"

と
言
わ
れ
る
の
も
、
こ
の

よ
う
な
歴
史
的
背
景
に
よ
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
現
在
、
救
急
医
療
は
一
種
の
危
機

管
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、"

健
康
で
文
化
的

な"

生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
社
会

基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
邦
の
救
急
医
療
体
制
は
、
昭
和
５
２

年
の
救
急
医
療
対
策
事
業
実
施
要
綱
に
従

い
、
重
症
度
別
に
一
次
、
二
次
、
三
次
救

急
医
療
の
層
別
化
が
実
施
さ
れ
、
重
症
を

扱
う
三
次
救
急
医
療
の
中
核
施
設
と
し
て
、

人
口
１
０
０
万
人
に
１
施
設
の
割
合
で
設

置
さ
れ
た
の
が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
当
院
の
救
命
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
５
４
年

に
設
置
さ
れ
、
実
質
的
に
東
部
圏
域
に
お

け
る
救
急
医
療
の
最
後
の
砦
の
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
、
全
国
的
に
医
療
崩
壊
が

進
み
、
一
時
期
大
学
病
院
に
お
い
て
さ
え
も

救
急
医
療
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
た
よ
う
に
、

こ
の
危
機
的
状
況
は
身
近
で
切
実
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
　
そ
し
て
、
こ
の
「
問
題
」

で
あ
る
こ
と
に
無
関
心
で
あ
る
こ
と
が
、
「
真

の
問
題
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
本
邦
の
救
急
車
出
場
件
数
は
、
こ
こ
１
０

年
間
で
は
約
５
１
％
の
増
加
、
す
な
わ
ち
１.

５
倍
と
ウ
ナ
ギ
登
り
で
、
そ
の
内
訳
は
軽
傷

が
約
５
２
％
、
中
等
症
が
２
７
％
、
重
症
が

１
０
％
、
軽
症
・
中
等
症
例
は
５
０
％
以
上

の
増
加
率
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
タ

ク
シ
ー
代
わ
り
の
救
急
車
要
請
や
、
コ
ン
ビ

ニ
受
診
、
加
え
て
国
が
長
年
医
療
費
抑
制
政

策
を
行
っ
て
き
た
結
果
、
人
や
物
な
ど
の
医

療
資
源
に
限
界
が
く
る
の
は
当
然
の
帰
結
で

す
。

　
わ
が
国
の
国
民
皆
保
健
制
度
は
、
先

進
諸
国
の
中
で
最
も
安
い
医
療
費
で
、

す
べ
て
の
国
民
に
医
療
を
供
給
し
、
コ

ス
ト
は
最
低
、
効
率
は
最
高
、
ア
ク
セ

ス
・
公
平
性
も
最
高
と
い
う
世
界
に
類

を
見
な
い
優
れ
た
制
度
で
す
。

　
救
命
救
急
医
療
は
地
場
産
業
で
す
。

　
こ
れ
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
地
域

住
民
の
方
々
の
協
力
や
、
行
政
の
支
援

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま

せ
ん
。
　
ま
ず
は
自
身
の
健
康
に
関
心

を
持
ち
、
医
療
の
現
状
を
認
識
し
て
頂

き
、
地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
医
療
機

関
を
適
切
に
利
用
し
て
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成19年2月　　（2）

　（２）       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　赤れんが　Vol.1６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鳥取県東部の救急医療体制と当院の救急体制について特集をしました。

インフルエンザ迅速検査は、

発熱後12時間以上を経ないと

正しい結果が出ない可能性が

あります。

　夜間に発熱し、他に急を要

する症状を認めない場合、検

査を希望される方は日中に外

来を受診されることをお勧め

します。

●インフルエンザは日中に！

�救急外来受診時は｢お薬手帳｣等、

普段の内服薬がわかるものをご

持参下さい。

●普段お使いのお薬について

救急外来では重症の患者様を優

先して診察させて頂くことがあ

ります。受付の順番と診察の順

番が異なる場合があることをご

了承下さい。

● 順番について

 ご自宅の近くに、かかりつ

けの医院や診療所を決めて

おくことをお勧めします。

かかりつけの医院や診療所

があると、以下のような長

所があります。

①�自宅から通院しやすい

②�総合病院と比べ、待ち時間

が短い

③�担当する医師の変更が少な

いので、今までの経緯が把

握されやすい

④�必要な場合はかかりつけの

医院や診療所の紹介状を持

参し、総合病院をスムーズ

に受診できる

●かかりつけ医のお勧め

H19年　救急搬送者における重症度の割合（全国）

新生児

子ども

成人

高齢者

軽度 中等度 重症

※資料：消防庁「消防白書」

36％ 47％ 17％

52％ 37％ 11％

63％ 30％ 7％

78％ 19％ 3％

17％ 63％ 20％

H19年　救急搬送者における重傷度の割合（全国）

新生児

子ども

成人

高齢者

軽度 中等度 重症

36％ 47％ 17％

63％ 30％ 7％

78％ 19％ 3％

17％ 63％ 20％

総平均



院内トピックス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤れんが　Vol.１６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）

　先日の11月14日の土曜日，"第13回中央病院ふれ

あいフェスタ"が開催されました。当フェスタは，患者

さんならびにご家族の方など当院を利用される方々へ

対する，病院職員によるボランティアの催しであり，

当院のボランティア委員会が企画実行に当たります。

日程が決まると同時に，ボランティア本隊のみならず，

アロマ隊などの準備も着々と進んでいきました。

　ボランティア本隊の重要な任務として，委員全員に

よる合唱があります。以前頂いた病院ボランティアの

方々からのアドバイスを受けて，数年前から始まった

企画です。今回の合唱は，ある職員の提案により，例

年の「ふるさと」に加えて，「ともだちはいいもん

だ」という新曲を披露させていただくことになりまし

た。NHKみんなの歌でもおなじみの「みんなはひとり

のた～めに～，ひとりはみんなのた～めに～」という

フレーズの曲です。

組織としてより大

きくなりつつある

当院が，忘れては

ならないチームワ

ークやヒューマニ

ズムを考えさせて

くれる歌です。

当日は，バザー，

喫茶コーナーに

加え，委員以外

の職員が関わっ

てくれた健康相

談＆糖尿病相談コ

ーナー，作品制作

コーナー，そしてアロマセラピー等の全てのコーナ

ーを予定通り行うことができました。ふれあいミニ

コンサートでは，研修医によるバンド演奏をバック

にした「長崎は今日も雨だった」の軽妙なコーラス

と「川の流れのように」の熱唱，そして，なでしこ

音楽隊によるリコーダーの癒しの調べに対して，や

んやの拍手喝采が贈られました。最後に，委員全員

と出演してくれた職員を交えての合唱も無事終える

ことができました。

フェスタの様子は院内テレビ２チャンネルで放映

させていただきましたが，インフルエンザ感染予

防のため，いちばん参加していただきたかった入

院患者さんにご来場いただけなかったことが残念

でした。皆様有り難うございました。

　　　　　　ボランティア委員長　中村一彦

「第13回中央病院ふれあいフェスタ」が開催されました！

電話番号：＃8000

相談時間帯：平日は午後7～午後11時

土・日・祝日・年末年始は午前9時～午後11時

相談料：無料(電話代は相談者負担)

※詳しくは鳥取県HPをご参照下さい。

｢とっとり子ども救急ダイヤル(＃8000)｣

休日、夜間にお子さんの急な病気、

急なケガで緊急に受診すべきかど

うか等、心配な時に相談できるサー

ビスです。ご利用下さい。

　新聞に、その日の各病院

の救急外来担当の診療科が

掲載されています。受診前

に新聞で診療科を確認され

ることをお勧めします。

(新聞によっては掲載されてい

ないものもありますのでご了

承下さい。)

・鳥取県立中央病院：0857（26）2271

・鳥取市立病院　　：0857（37）1522

・鳥取赤十字病院���：0857（24）8111

・鳥取生協病院��    ：0857（26）7251

●困ったときはまず相談

●まず新聞で確認！

■救急医療機関

・鳥取保健所�：0857（22）5100

・倉吉保健所�：0858（22）7006

・豊岡健康福祉事務所�

　　　　       ：0796（26）3671

・東部医師会附属急患診療所

　（鳥取市富安1丁目）

内科・小児科：平日：19時～22時

　　　　　日・祝日：  9時～17時

　　　0857（22）2782

■新型インフルエンザ
　　発熱相談センター

■休日・夜間急患診療所
鳥取県東部 



中央病院行き

バス時刻表　鳥取駅バスターミナル ～ 中央病院　約１５分　（平成21年　４月～）

（鳥取駅発時刻）
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1．良質の医療を受ける権利 
　　　患者の皆様は、どなたでも平等に良質な医療を

受けることができます。 
2．尊厳に対する権利 
　　　患者の皆様は、一人の人間として人格、価値観

などを尊重されます 。 
3．説明を受ける権利 
　　　患者の皆様は、病気の内容、治療、検査などの

効果・危険性について分かりやすい言葉や方法
で、十分な説明を受けることができます。 

4．自己決定の権利 
　　　患者の皆様は、病気の内容などを十分理解した

上で、治療方法などを自らの意思で選択し、適
切な医療を受けることができます。 

5．選択の自由の権利 
　　　患者の皆様は、医療機関を自由に選択すること

ができます。また、治療のどの段階でも別の医
師の意見を求めることができます。 

6．情報に対する権利 
　　　患者の皆様は、自分の診療に関する情報を受け

ることができます。 
7．守秘義務に対する権利 
　　患者の皆様の診療の過程で得られた個人情報は、

個人の秘密として厳守されます。 

「患者の皆様へのお願い」

1．健康情報の提供 �
良質な医療を実現するため、ご自身の

健康に関する情報をできるだけ正確に

提供してください。 

2．医療への参加 �
ご自身が適切な医療を受けるため、病

気の内容を理解するなど積極的に医療

へ参加してください。 

3．ルールの遵守 �
ご自身の診療に支障をきたさないよう

に診療上のルールお守りください。

外来診療案内 （平成２１年 １２月１日～）

外来診療受付時間　８:３０～1１:００

　面　会　時　間　  13:00～20:00

※外来は基本的に予約制です。

　予約に関する変更・お問い合わせは午後２時から

　受け付けます。

※緊急手術等で担当医が変更になることもあります。

専門外来等

� 名　称� 月� 火� 水� 木� 金

�
� 清水� 小村� 村尾� 澄川� 浦川

� � 杉本� 岡本� 田中究� 柳谷� 前田

� � 楢崎� 楢崎� 田中孝� 村尾� 清水

�
�

岡本� 田中孝� 前田� 小村� 杉本

� � 田中究� � 武田� 山本寛�

� � 澄川� 柳谷� 山崎�吉野(懸樋)�北浦

� � 陶山� 浦川� 陶山� 楢崎� 楢崎�

� � 那須� 遠藤� 菅� 吉田� 菅

� 心臓内科� 吉田� 吉田� 吉田� 遠藤� 那須

� � � 那須� � � 遠藤

�
神経内科

� 中安� 浅井� 中安� 浅井� 房安

� � 房安� � � 中安� 中安

� 精　神　科� 松林� 松林� 松林� 松林� 松林

� � 宇都宮� 星加� 　� 坂田� 木下

� 小　児　科� 田本� 　� 常井� 細田� 大野

� � 星加� � 星加� �

� 外科･小児外科� 　� 澤田� 清水� 大井� 中村/福本

� � 山本哲� 服部� 山本哲� 村田� 山本哲

� 整形外科� 村田� 村岡� 村岡� 下雅意� 村田

� � 下雅意� � � � 服部

� 形成外科� 坂井� � 坂井� � 坂井

� 脳神経外科� 田渕� 宇野� 田渕/坂本� � 宇野

� 胸部外科
� 前田� 谷口� � 森本�

� � � 西村� � 宮坂�

� � 渡邊� 根本� 交替� 根本� 瀬島

�
泌尿器科� ��　

� 眞砂� 眞砂� 眞砂� 　�

� 皮　膚　科� 河上� 河上� 河上� 河上� 河上

� � 皆川� 大野原� 池野� 岡田� 大畠

� 産婦人科� 岡田� 大畠� 皆川� 大野原� 皆川

� � 池野� 岡田� 大畠� 池野� 大野原

� 眼　　科� 伊藤� 富長� 伊藤� 富長� 富長

�
耳鼻いんこう科

�鈴木� 鈴木� 鈴木� 鈴木� 松尾

� � 鈴木(午後)� � � � 鈴木

� 放射線科� 藤原� 中村一� 中村一� 足立� 藤原

� � 倉立� 倉立� 倉立� 倉立� 倉立

�
口腔外科

� 沖� 沖� 沖� 沖� 沖

� 人間ドック� 根本� 杉本� 根本� 田中孝� 陶山

�
� 名　称� 曜日�  担  当  医

  ペースメーカー�水･午前�心臓内科( 菅 )

� アトピー� 水･午後�皮膚科(河上)

� リウマチ� 金･午前�整形外科(山本哲)�

    アレルギー･花粉症� 月･午後� 耳鼻科(鈴木)

� 更年期� 金･午後�産婦人科

� 小児肝炎� 月･午後�小児科(星加)

� 脊椎・脊髄� 木・午前�整形外科(村田)

� � 月･水･金
 � 不妊症� � 産婦人科(大野原)
� � 午後�

� � 月･水
�産科･周産期� � 産婦人科(池野)
� � 午後�

� 婦人科腫瘍� 水･午後�産科 (皆川･岡田誠)

� 女性内分泌� 金･午後� 産婦人科(大畠)

� 加齢黄斑変性�
月･火･木�

眼科(伊藤)
� �

　　　　　　　　　
午後

� 思春期外来� 月･午後�精神科(松林)

� もの忘れ� 火･午後�精神科(松林)

�睡眠障害外来�水･午後�精神科(松林)

� � 第１,第３
   脳血管内治療� � 脳外科(坂本)
� � 水

� 緩和ケア� 月･午後� 内科(中村･浦川)�

発行　鳥取県立中央病院　（〒680-0901　鳥取市江津730）

　　　　院長　武田 倬
電話　0857-26-2271　　ファックス　0857-29-3227

地域連携センター・がん相談・医療相談

平日　8:30～17:00

電話�（直通）　0857-21-8501

 FAX�（直通）　0857-21-8507 
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※ 上記診療日程は予告なく変わる可能性があります。�

　最新の情報は総合窓口でお尋ね下さい。

   「非紹介患者加算」の改定について

　当院は、地域の診療所（かかりつけ医）との連

携・機能分担を目的に、紹介状をお持ちにならず

に来院された初診の患者さんについては、「非紹

介患者加算」として別途料金をご負担いただいて

おりますが、県の基幹病院として地域の「かかり

つけ医」との機能分担をより一層推進し、専門医

や高度機器などの医療資源を効率的に活用したい

と考えております。

　ついては、平成２１年４月１日より下記のとお

り料金を改定させていただきますのでご理解くだ

さいますようお願いいたします。

改定料金
2,625円

現行料金
1,575円

  鳥取県立中央病院
（紹介状のない場合　 ８:３０～1０:００）

「患者の皆様の権利」

「病院ボランティアの募集」

　初めて受診に来られた方の案内や、高

齢者、体にしょうがいのある方の受付援

助などをしていただく病院ボランティア

を募集しています。

　患者様とのふれあいを通して、病院に

"温もり"と"さわやかさ"を運んでくだ
さる方をお待ちしています。

  詳しくは、総務課管理担当 幸山(内線

2206)へお問い合わせください。

「患者の皆様へのお願い」

1．健康情報の提供 

良質な医療を実現するため、ご自身の健

康に関する情報をできるだけ正確に提供

してください。 

2．医療への参加 

ご自身が適切な医療を受けるため、病気

の内容を理解するなど積極的に医療へ参

加してください。 

3．ルールの遵守 

ご自身の診療に支障をきたさないように

診療上のルールお守りください。また、

他の患者様の診療に支障をきたさないよ

うご協力ください。

お守りいただけない場合は、診療、入院

をお断りすることがあります。 

※診療上のルールの例 

○病院内で大声を出したり、病院内の器

物を破損しない 

○飲酒等により、他の方々に迷惑をかけ

ない 


